
くらしの情報
時日時　場会場　対対象　定定員（抽選などの記載がないものは先着順）　内内容　申申込方法または申込先
締締め切り　¥料金（表示のないものは無料） 他その他　問問い合わせ　 Fファクス　 メール

限られた財源を適正で効率的に執行限られた財源を適正で効率的に執行
　「地方自治法」と市の「『財政状況』の作成及び公表に関する条例」に基づき、令和7年度の各会計予　「地方自治法」と市の「『財政状況』の作成及び公表に関する条例」に基づき、令和7年度の各会計予
算の執行状況をお知らせします。算の執行状況をお知らせします。

　
　

予
算
の
執
行
状
況
は
表
１
、

会計区分 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
一般会計 404億2,053万円 348億1,119万円 86.1% 324億2,309万円 80.2%

特　
　
別　
　
会　
　
計

市営墓地事業 1億3,545万円 6,058万円 44.7% 5,995万円 44.3%
特定地域戸別合併処
理浄化槽整備事業 614万円 259万円 42.2% 522万円 85.1%

中宿財産区 783万円 577万円 73.7% 437万円 55.8%
小塩江財産区 287万円 326万円 113.5% 98万円 34.0%
西袋財産区 1,097万円 1,232万円 112.4% 817万円 74.5%
長沼財産区 386万円 391万円 101.1% 11万円 2.7%
国民健康保険 82億9,687万円 72億9,302万円 87.9% 63億5,152万円 76.6%
介護保険 77億7,900万円 65億3,856万円 84.1% 68億7,807万円 88.4%
後期高齢者医療 10億4,662万円 9億7,142万円 92.8% 9億9,645万円 95.2%

水
道
事
業
会
計

収益的収支
収入 20億4,882万円 15億3,250万円 74.8%
支出 20億7,066万円 8億2,051万円 39.6%

資本的収支
収入 16億1,265万円 3億1,892万円 19.8%
支出 25億 383万円 11億5,415万円 46.1%

下
水
道
事
業
会
計

収益的収支
収入 21億6,141万円 13億5,848万円 62.9%
支出 21億6,135万円 6億8,485万円 31.7%

資本的収支
収入 8億3,688万円 7億8,273万円 93.5%
支出 13億5,535万円 11億9,614万円 88.3%

※一般会計および特別会計の予算額には、令和6年度からの繰越額を含みます。

会計区分 残高
一般会計 359億8,793万円

別
計

特
会

市営墓地事業 1,210万円
特定地域戸別合併処理浄化
槽整備事業 89万円

水道事業会計 82億3,565万円
下水道事業会計 111億1,095万円

区分 市税の負担 市民サービス
1人当たり 136,833円 451,581円

1世帯当たり 318,016円 1,049,529円
人口：71,799人、世帯数：30,893世帯
（令和8年3月31日現在の住民基本台帳による）

●表1　令和7年度予算の執行状況

●表2 地方債の状況●表3　市民1人・1世帯当たりの負担とサービス （令和8年3月31日現在）
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収
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　ふるさと納税の返礼品として「こだわりの品を全国に届けたい」そんな思いを持つ事
業者の応募をお待ちしています！
返礼品提供事業者に登録する3つのメリット
▶売り上げを伸ばしながら全国へ商品・サービスをPRできる
▶返礼品をきっかけに新規顧客を開拓し、販路拡大につながる
▶自社パンフレットを返礼品と一緒に送り、自社の魅力を直接伝えられる
☞企画政策課 （88）9131

ふるさと納税返礼品の提供事業者を募集中ふるさと納税返礼品の提供事業者を募集中

ふるさと納税返礼品
の提供事業者募集

市役所でパスポートの申請・交付ができます 戸籍住民課パスポート窓口で、 パスポートの申請・交付手続きを受け付けています。　☞戸籍住民課 （94）4752

自衛官などの募集
　防衛省では、次の表のとおり自衛官などを募集しています。

募集種目 受験資格 申込期間 一次試験日

一般曹候補生
18～32歳の人（32歳の人は
採用予定月の末日時点で33
歳に達していないこと）

7月1日（水）～
9月1日（火）

9月16日（水）~27
日（日）のうち指定
する1日

航
空
学
生

航空 18～23歳で高校卒業また
は高専3年次修了の人（見込
み含む）

7月1日（水）～
8月28日（金）

9月19日（土）また
は26日（土）海上

防衛大学校（一般）

18～20歳で高校卒業また
は高専3年次修了の人（見込
み含む）

7月1日（水）～
10月15日（木） 10月31日（土）

防
衛
医
科

大
学
校

医学科学生 7月1日（水）～
10月8日（木） 10月24日（土）

看護学科学生
（自衛官候補
看護学生）

7月1日（水）～
10月2日（金） 10月17日（土）

予
備
自
衛
官
補

一般 18～51歳の人
9月10日（木）
まで

9月12日（土）～
10月4日（日）のう
ち指定する1日

技能
18歳以上で国家資格などを
有する人（資格により年齢要
件が異なります）

申・問自衛隊郡山地域事務所 024（932）1424

市職員（高校卒程度）の募集

募集職種・採用予定人数　一般事務
（高校卒程度）・5人程度
申込期間　6月30日（火）～9月10日
（木）
採用予定日　令和9年4月1日
受験資格 平成17年4月2日から平
成21年4月1日までに生まれた人（学
歴は問いません）
※身体障害者手帳を所持している人
は、年齢要件の上限が2歳緩和され
ます（活字印刷文による出題と口述
試験に対応できる人が対象）。
試験日
▶第一次試験　9月27日（日）
▶第二次試験　10月下旬予定（第一
次試験合格者）
試験内容
▶第一次試験　教養試験、適性検査
▶第二次試験　口述試験
申専用サイトから受験申し込みを受
け付けていますので、詳
しくは、市ホームページ
をご覧ください。
他募集職種の追加などが
あるときは、市ホームページでお知
らせします。
問人事課 （88）9115

採用試験情報

運転免許証を返納した
高齢者の皆さんへ

運転免許証を返納した高齢者に、
公共交通機関の利用券を交付してい
ます。
対運転免許証を自主返納した70歳
以上の人で、返納日と申請日ともに
本市に住所があり、一定の要件を満
たしている人
内次のいずれかの公共交通機関の利
用券（1万円相当）を交付
※1人1回限り
▶N

ノ

OR
ル

UC
カ

Aカード
▶タクシー利用券（市内の一般タク
シーと乗合タクシー）
申請に必要な物
▶須賀川市高齢者運転免許証自主返
納支援事業利用券交付申請書（須賀
川警察署で運転免許証を返納すると
窓口で交付）
▶自主返納したことが確認できる書
類（運転免許取消通知書または運転
経歴証明書）
▶本人確認書類（マイナンバーカー
ド、健康保険の資格確認書など）
※代理で申請するときは、代理人の
本人確認書類（運転免許証など）が必
要です。
申請期限　運転免許証
の返納から1年以内
運転に不安を感じる人
の相談先　安全運転相
談ダイヤル#8080
申・問生活環境課 （88）9128

高齢者の運転免許証
自主返納支援事業

検定満期の水道メーター交換

　検定満期を迎える水道メーターの
交換を、6月～11月に行います。
　該当者には事前にお知らせし、後
日、市が委託した業者（（株）アクア
テクノ須賀川）が交換作業をします。
　作業中は水道が止まりますので、
ご理解とご協力をお願いします。
問水道お客さまセンター （63）7111

パスポート交付手数料が
変わります
　7月1日（水）以降の申請分から、
パスポートの交付手数料が改定にな
ります。
10年間有効なパスポート（18歳以
上が対象）
▶改定前　16,300円
▶改定後　9,300円
5年間有効なパスポート
（18歳未満が対象）
▶改定前　12歳以上18歳未満11,300
円、12歳未満6,300円
▶改定後　一律4,800円
※オンライン申請の場合、いずれの
パスポートも手数料が400円割安に
なります。
問戸籍住民課 （94）4752

県パスポート
センター

の
な
ど
が
あ
る
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め
で
す
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も
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最
終
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後
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す
。

財政課 （88）９１2１

農機具を豪雨や台風などの
自然災害から守りましょう
　近年、豪雨や台風などの自然災害
により農林水産業に大きな被害が発
生しています。
　本市でも令和元年東日本台風に伴
う出水により、農機具などに甚大な
被害が発生しました。
　農機具などを守ることは、営農活
動の早期再開につながります。豪雨
や台風などの風水害に備えて日頃か
ら地域で話し合い、避難場所や避難
方法を確認し、農機具などを自然災
害から守りましょう。
問農政課 （88）9139

7 6令和8年6月1日令和8年6月1日


